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山

本

愛

三

郎

一
、
本

書

の

構

成

著
者
は
エ
イ
ク
ス
・
ラ

・
マ
ル
セ
イ

ユ
大
學
の
法
學
部
の
教
授

で
あ
り
、

同
時
に
ト
ゥ

ル
ー
ズ
の
法
學
部
に
講
師

と
な

つ
て
ゐ

る
。
本
書
は
産
業
統
制
問
題
,
労
働

問
題
が
非
常
に
紛
叫
し
た

一
九
三

一
年
に
獲
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
先
づ
そ
の
南

文
に
於
て

「
人
は
個
人
的
で
あ
る
と
同
時
に
社
會
的

な
二
重
の
利
益

を
満
足

す
る
た
め
に
如
何
な
る
方
法

を
探
用
す
べ
き
で
あ
ろ

か
。
如
何
な
る
権
力
の
干
渉
も
排
し
て
個
人
的
活
動
の
自
由
な
る
所
爲
に
委
す
べ
き
で
あ
る
か
。
そ
れ
と
も
同

一
職
業
に
よ
つ
て
比

計
を
立
て
る
凡
て
の
人
を
共
通
な
る
法
律
に
依

つ
て
結
び
つ
け
る
共
同
的
組
織
を
探
用
す
べ
き
で
あ
る
か
。
自
由
か
そ
れ
と
も
職
坐

組
織
か
」
("
b。)
と
問
題
を
設
定
す
る
。
し
か
し
、

「
こ
の
序
文
の
初
め
に
設
定

し
た
所
の
自
由
か
そ
れ
と
も
職
業
組
織
か
の
問
題

グ
レ
ッ
セ
エ
イ
『
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(
二
六

一
)

一

 Jean B
rethe de la G

ressaye, L
e syndicalism

e, 

l'organisation professionnelle et l'E
tat, 1931.



グ
レ
ツ
セ
エ
イ
『
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
」

(第
三
巻
第

一號
)

(二
六
二
)

二

は
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
を
原
理
的
に
論
断
す
る
な
ら
ば
、
絶
対

的
自
由
は
、
経
済

的
領
域
に
於
て
も
他
の
領

域
と
同
様

に
、
無
秩
序

・
無
政
府

・
不
正
義
の
原
因
で
あ
り
、
叉
単
な
る

任
意
的
職
業
組
合
は
過
渡
的
形
態

に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ

つ
て
,
そ
れ
は
職
業
の
公
的
組
織
に
復
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
(℃
・b。b。)
と
述
べ
る
。

著
者
は
右
の
や
う
な
論
断
に
到
達
し
た
根
撮
を
示
す
た
め
に
本
書
を
二
部
に
分
け
て
論
す
る
。
即
ち
、
第

一
部
に
於
て
は

「
組
合

の
現
行
法
上
の
概
念
に
關
す
る
我
々
の
評
価

を
完
全
に
論
謹
す
る
た
め
に
、
職
業
的
及
び
経
済
的
生
活

に
於
け
る
組
合
の
行
動
切
深

い
研
究
を
通
し
て
,
現
行
法
の
概
念
が
社
會
的
現
實
と

一
致
し
な
い
こ
と
、
及
び
現
在
存
し
て
ゐ
る
如
き
組
合
は
職
業
を
支
配
す
る

任
務
を
果
し
得
な
い
こ
と
を
謹
明
し
よ
う

」
(
　

)
と
す
る
。
又
、
第
二
部
に
於
て
は

「
學
説
及
び
事
實
を
検
討
し
つ
・
、
將
來
の

職
業
の
組
織
は
如
何
な
る
規
模
の
上
に
建
設
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
研
定
し
よ
う
」

("
・。・。)
と
企
て
る
。

こ
れ
が
爲
に
は
サ
ン
ヂ

カ
リ
ズ
ム
・
共
産
主
義

・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義

の
批
判
、
及
び
そ
れ
ら
の
主
義
が
そ
れ
み
＼

實
現

さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
見

ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ヤ
・
イ
タ
リ
ー
・
ス
ペ
イ

ン
等
の
現
行
法
を
検
討
し
た
上
で
、
著
者
自
身
の
主
張

及
び
實
行
方
法
を
掲
げ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

な
ほ
著
者
の

一
貫
し
た
立
場
は
こ
れ
を
次
の
二
つ
の
引
用
の
中
に
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

「職
業
的
労
働
は
人
類
存
在
の
た
め
に
本
質
的
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
決
し
て
第

一衣
的
地
位
》
占
め
る
も
の
で
は
な
い
。



何
故
な
れ
ば
人
は
日
常
の
騎
働

の
遂
行

よ
り
も
よ
り
以
上

の
慣
値
を
有
ず
る
道
徳
的
精
騨
的
な
も
の
に
対
し
て
關
心
を
持

つ
て
を
り
、
そ
れ
が
爲
に
彼
の

時
間
の

一
部
な
蟻
牲

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
職
業

の
行
使
は
そ
れ
ざ
同
標
に
、
個
人
に
ざ
つ
て
も
紅
會
に
ざ

つ
て
も
圭
要

な
る
重
要
性
を
持

つ
て
ゐ
る
L
(,

一)
。

「
フ
ラ

ン
ス
革
命

の
哲
學
及
び
法
律
學
上

に
於
け
る
個
人
主
義

は
人
間
の
自
然
権

に
つ
い
て
誤
謬
を
惹
き
起
し
た
。
人
間
は
個
人
で
あ
る
ざ
同
時
に
置

會
的
で
あ
る
,し
言
ふ
二
重

の
性
質

を
誤
解
し
、
個

人
権
を
あ
ま
り
に
重
要
観
し
た
。
併

し
な
が
ら
再
度
こ
の
誤
謬
に
昭
ら
な
い
爲

に
は
次

の
如
く
規
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
人
は
社
會
に
対
し

て
義
務
を
課
せ
ら
れ
、
人
間

の
有
ず
る
自
由
は
、
泄
會

の
外
部
に
於

て
は
そ

の
目
的
を
實
現
し
得
な
い
が
故

に
・
制
限

さ
れ
た
自
由
で
あ
る
。
そ
の
制
限
内
に
於
て
全
人
類
は
個
人
的
天
命
と
、
遽
行
し
到
達
ず
べ
き
個
人
的
目
的
ざ
を
有
す
る
。
そ

の
爲
に
人
は
自

由

の
必
要
ざ
、
行
動
の
権
利
ざ
、
法
律
上
の
諸
権
利
ざ
を
有
す
る
」
と
」
(幣
.
蟹
)。

本

書

が
提

出

し

て

ゐ

る

問

題

、

及

び
著

者

が

こ

の
問

題

を

取
扱

ふ

に
當

つ
て
示

し

た
思

想

的
立
場

に
關

し

て

は
も

と

よ

り
多

く
批

判

の
絵

地

を
存

す

る
が

、

然

し

此

等

の

理

論

的

方

面

以

外

に

も

,

本
書

に

は

フ
ラ

ン

ス
を

中
心

と
し

て

ロ

シ

ヤ

・
イ

タ

リ

ー

.

ス

ペ

イ

ン
等

の
労
働

法

制

を

豊

富

に
解

説

さ

れ

て

ゐ

る

瓢

で

、

好

資
料

が

提

供

さ

れ

て

ゐ

る
こ

と

を
注

意

せ

ね
ば

な

ら

な

い

。

二

、

個

人

主

義
労
働

立

法

の

破

綻

著

者

は

本
書

の

第

一
部

に
於

て
個

人
主
義

に

立

脚

せ

る

ブ
ラ

ン

ス
労
働

立

法

が

如

何

に
現

在

の

社

會

情

勢

に
適

合

し

な

い
も

の
で

あ

る
か

を

考

察
す

る

に
當

つ

て
先

づ

職

業

組

合

の
事

實

的

諸

獲

展

及
び

そ

の
傾

向

の
考

察

か

ら
着

手

し

て

ゐ

る
。

「
資

本

家

・
労
働

グ

レ
ッ
セ

エ
イ

「
サ

ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
』

(
第
三
巻
第

『
號
)

(
二
六
三
)

三



グ
レ
ッ
セ
エ
イ
『
サ
ソ
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
』

(第
三
巻
第

一號
)

(
=
六
四
)

四

者
及
び
そ
の
他
の
職
業
に
從
事
す
る
も
の
は
組
合
の
自
由
を
如
何
に
利
用
し
た
か
。
組
合

の
数
は
幾
何
で
あ
る
か
。
組
合
の
効
果

如

何
。
現
在
資
本
家
の
側
か
ら
で
あ
れ
、
労
働

者
の
側
か
ら
で
あ
れ
起
つ
て
ゐ
る
所

の
組
合
間

の
競
争
、
特

に
敵
封
的
聯
合
叉
は
総
聯

合
間
の
競
争
は
如
何
な
る
學
理
的
傾
向
に
從
つ
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
ら
の
事
實
に
關
す
る
簡
単
な
考
察
は
組
合

の
法
律
的
経
済

的
活
動

に
關
す
る
非
常
に
抽
象
的
な
研
究
を
生

々
と
し
た
も
の
に
す
る
だ
ら
う
L
("
・、α
)。

組
合
の
事
實
的
傾
向
と
し
て
著
者
が
塞
げ
て
ゐ
る
の
は
階
級
的
全
國
的
単
一

組
織
に
向
ふ
所
の
傾
向
で
あ

る
。
こ
の
傾
向
に
反
す

る
も
の
に
キ
リ
ス
ト
教
の
主
張
す
る
混
合
組
合
主
義
が
あ
つ
た
が
、
労
働
者
は
こ
れ
に
頑
強
に
反
対
し

た

(,
b。駅)
。

又
現
在
に
於

て
も
農
業

に
は
混
合
組
合
が
多
い
が
、
そ
れ
と
て
漸
次
階
級
組
織
に
向
ふ
傾
向
が
あ
る

(
　

)
。
労
働

組
合
は
階
級
的
全
國
的
軍

.
一
性
に
向
ふ
傾
向
を
最
も
明
瞭
に
現
は
し
て
を
り
、

フ
ラ
ン
ス
組
合
法

が
組
合
の
…雑
多
性
を
要
求

す
る
に
も

拘
ら
ず

(
　

)

事

實
上
は
全
國
的
所

か
國
際
的
統

一
に
向

つ
て
ゐ
る
。

全
國
的
統

一
の

第

一
歩

を
な
し
た
も
の
は
労
働

取
引
所

(
B
o
u
r
s
e
s
 
d
u

T
r
a
v
a
i
l

)

で

("
b。刈)
、
労
働

組
合
の
聯
合
組
織
が
そ
れ
に

依

つ
て
産

れ
た
が
、

一
九
〇
二
年
労
働

総
同
盟

(
C
o
n
f
e
d
e
r
a
t
i
o
n

G
e
n
e
r
a
l
e
 
d
u
 
T
r
a
v
a
i
l

)
が
創
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
聯
合
は
総
聯
合

へ
と
獲
展
し
た

(
　

)
。
然
し
C

・
G

・
T

は
改
良
主
義

で
革
命
的
で
な
い
か
ら
、

一
九
二
〇
年
の
全
國
総
罷
業
の
失
敗
を
機
と
し
て
、

一
九
二
二
年
に
共
産
主
義
組
合
は
C

・
G

・
T
か
ら

分
れ
て
,
統

一
労
働
総
同
盟

(
C
o
n
f
e
d
e
r
a
t
i
o
n
 
G
e
n
e
r
a
l
e
 
d
u
 
T
r
a
v
a
i
l
 
u
n
i
t
a
i
r
e

)

を
結
成
し
た

(
　

)
。
か
く
し
て
労
働
組



合

に
は
、
以
上
雨
者
以
外

の
雑
多
な
聯
合
,
総
聯
合
が
存
す
る
と
は
い
へ

(℃
●eQO)
,

そ
れ
は
全
國
的
単
一

性
の
傾
向
を
明
瞭
に
示

し
て
居
り
、
更
に
進
ん
で

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
モ
ス
コ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
及
び
キ
リ
ス
ト
國
際
労
働

組
合
さ

へ
實
現
さ
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る

(即
・。
一)
。
他
方
資
本
家
組
合
は
全
國
的
単
一

性
の
傾
向
を
最
初
か
ら
持

つ
て
居
り
、

こ
の
統

一
と
言
ふ
瓢
で
は

労
働

組
合
よ
り
も

一
歩
先
ん
じ
て
ゐ
た

("
こ。δ

。
右
の
や
う
に

「
組
合
は
、

社
會
的
に
は
階
級
の
集
團
で
あ
り
、
し
か
も
法
律
的

に
は
自
由
組
合
で
あ
る
」

(
　

)
結
果
、
そ
の
間
に
多
く
の
矛
盾
し
、
適
合
し
な
い
窯
が
存
す
る
。

組
合

に
は
構
成
員
の
個
人
的

利
益

の
防
衛
の
み
な
ら
す
職
業
を
支
配
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
す
る
が
、

一
八
八
四
年

の
法
律
に
依

つ
て
建
設
さ
れ
た
組
合
の
如
き

を
以
て
し
て
は
職
業
を
組
織
す
る
に
不
充
分
と
言

は
ね
ば
な
ら
な
い

角
・鰹
)
。

フ
ラ
ン
ス
労
働
法
と
組
合
の
事
實
的
傾
向
と
の
矛
盾
を
論
謹
す
る
た
め
に
労
働
協
約
法
の
不
合
理
を
先
づ
探
り
上
げ
て
ゐ
る
。
個

、

人
的
契
約
は
主
と
し
て
賃
銀
に
關
す
る
と
の
き
め
で
、
そ
の
他
の
労
働
條
件
は
資
本
家
の
恣
葱
的
工
場
規
則

に

一
任
さ
れ
て
を
り
、

法
律
的

に
は
労
働
契
約
の
内
容

と
し
て
工
場
規
則
の
黙
示
の
承
認
を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
た

(℃
・朝
ご
。
こ
の
個
人
契
約
の
訣
點

は
,

團
結

に
よ
つ
て
契
約
當
事
者
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
つ
・
一
般
的
な
規
則
を
定
む
る
労
働
協
約
に
依

つ
て
補

は
れ
る
も
の
で
(即
駅O
)、

資
本
家
も
亦
こ
れ
に
依
つ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
の
危
険

を
菟
れ
、
か
つ
資
本
家
帽
互
間
の
賃
銀
低
下
.
労
働
者
獲
得
競
争
を
滑
失
さ
せ
る

こ
と
が
出
來

る

(勺
.⑪O)
。

し
か
し
労
働
協
約
運
動
に
於
て
イ

ニ
シ
ヤ
テ
イ
プ
を
取
つ
た
も
の
は
労
働

者
で
あ
り
,
資
本
家
は
権
威

グ
レ
ッ
セ
エ
イ

「サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
」

(第
三
巻
第

一號
)

(
二
六
五
)

五



グ
レ
ツ
セ
エ
イ
「
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
○
職
棄
組
織
及
び
國
家
』

(…第
三
毬
第

「
號
)

(二
六
六
)

六

の
失
墜
と
団
体
行
動
を
恐
れ
て
こ
れ
に
應
じ
な
か
つ
た
が
、

一
九

一
九
年
以
後
の

フ
ラ

ン
ス
経
済
再
建
運
動

と
、
個
別
的
に
労
働
協

約
が
発
生

し
た
こ
と
に
依

つ
て
、
途
に
承
認
せ
ざ
を
得
な
く
な

つ
た

("
曾
)
。
労
働

協
約
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

第

一
に

一
定
地
魎
の
全
資
本
家
労
働

者
を
包
含
す
る
こ
・こ
、
第
二
に
労
働
協
約
に
違
反
す
る
個
人
契
約
は
無
敷
た
る
べ
き
こ
と
を
條

件
,こ
す
る
が
、
こ
の
條
件
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
充
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
第

一
に
行
政
法
規
の
拘
束
が
あ
り
、
第
二
に

一
八
八
四
年
の

組
合
法
が
加
入
睨
退
の
自
由
を
許
し
て
ゐ
る
が
故
に
事
實
的
に
協
約
違
反
の
契
約
を
許
容
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る

(℃
●$
i
象
)。
又

一
工
場
の
み
が
協
約
當
事
者
の
単
位

と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
違
反
す
る
爲
め
他
の
工
場
に
移
転
す
る
こ
と
も
出
來
る

(即
露
)
。

次
に
仲
裁
々
判
制
度
に

つ
い
て
も
個
人
主
義

立
法
は
多
く

の
訣
貼
を
示
し
て
ゐ
る
。
仲
裁

々
制
は
労
働
協
約
と
共
に
勢
資
間
の
紛

雫
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
し
、
そ
の
判
決
は
個
人
の
場
合
と
異
り
、
労
働

協
約
.・旨同
様
に
法
規
的
効
力

を
有
す
る
が

(即
りG。)
、
仲
裁
々
判
所
は
恒
常
的
な
も
の
で
な
い
か
ら
手
續

が
遅
れ
る
鉄
貼
が
あ
り
、
更
に
、
任
意
的
な
る
が
故
に
,
あ
ま
り
利
用

さ
れ
て
ゐ
な
い

(℃
.り刈)
。

一
八
九
二
年
の
仲
裁
々
判
法
は
判
決
の
効
力

を
任
意
的
な
も
の
と
し
た
が
故
に
,
判
決
後

の
賃
銀
引
下

の
場
合
は
何
等
の
救
濟
方
法
か
な
か
つ
た
が
、

一
九

一
九
年
に
な
つ
て
判
決
の
強
制
力
が
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
そ
れ
で
も
な
ほ
當

事
者
の
承
認
を
必
要
條
件
と
し
て
ゐ
る
か
ら
,
強
制
力
が
な
い
の
も
同
様
で
あ
る

("
o・。)
。

著
者
は
更
に
組
合
は
個
人
の
利
益

を
防
衛
す
る
の
み
で
な
く
、
進
ん
で
は
職
業

を
代
表

す
る
も
の
と
見
傲

さ
れ
る
傾
向
の
存
す
る



こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

こ
れ
が
爲
に
先
づ
指
摘
さ
れ
る
の
は
プ
ラ
。
ク

・
リ
ス
ト

(り肖
帥ψ①陶自
膨
一》一昌山
①×
)
に
対
す

る
法
律
の
解
釈

で
あ

る
。
プ
ラ
。
ク

・
リ
ス
ト
は
協
約
違
反
、
組
合
規
約
逡
反
の
も
の
を
明
示
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
名
簿
で
あ
る
が

(勺
」
謡
)
、
グ
ラ
.

ク

・
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
は
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
か
否
か
'
問
題
で
、
こ
の
問
題
は

一
般
的
に
未
組
織
者
に

統
制
を
及
ぼ
す
事
を
得
る
か
否
か
に
直
接
関
係

し
て
ゐ
る
。
こ
の
點

に
關
し
て
は
労
働
組
合
を
法
律
が
許
容

し
た
以
上
、
組
合
は
そ

の
職
業
的
利
益

を
代
表
防
衛
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
未
組
織
労
働

者
が
職
業
的
利
益

に
危
害
を
及
ぼ
す
如
き
場
合
に
は
損
害
賠
償
請

求
を
な
し
得
ず
、

唯
彼
の
自
由
を
侵
さ
る

・
場
合
に
の
み
損
害
賠
償
を
請
求

し
う
る
と
解
さ
れ
る
に
至
つ
た

(
　

)
。
組

合
が
職
業
的
利
益

を
代
表
す
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
傾
向
の
第
二
は
組
合
の
訴
訟
行
爲
が
認
め
ら
れ
た
鮎
で
、
訴
訟
行
爲
を
な
す
に

は
訴
訟
能
力
、
直
接
に
危
害
を
受
け
た
こ
と
、
及
び
保
佐
八
.
法
定
代
理
人
等
の
資
格
が
必
要
で
あ
る
が
,
組
合
は
法
人
な
る
が
故

に
能
力
を
有
す
る
し
、

一
八
八
四
年
直
接

に
危
害
を
受
け
た
も
の
と
見
徹
さ
れ
る
に
至
つ
た

(
　

)
。

第
三
に
組
合
は
職

業
學
校
そ

の
他
の
職
業
の
た
め
の
社
會
事
業
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
る
瓢
に
も
,
職
業
組
織
を
統
制
支
配
せ
ん

と
す
る
傾
向
あ
る
こ
と

が
観
取
さ
れ
る

(や
鼠
ぴ
ー
置
。。)
。

第
四
に
組
合
は
國
家

に
対
し
て
も
職
業
的
利
益

を
代
表
せ
ん
,こ
す
る
に
至

つ
て
ゐ
る
。

例

へ
ば

議
會
に
対
す

る
意
見
書
提
出
は
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
意
見
書
は
な
ほ
大
艦
に
於
て
事
實
的
性
質
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
法

律
的
に
組
合
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

も
あ
る
。
例

へ
ば
國
民
賃
銀
曾
議

(
C
o
n
s
e
i
l
 
n
a
t
i
o
n
a
l
 
d
e
 
 
l
a
 
m
a
i
n
 
d
'
o
e

グ
レ
ツ
セ
ヱ
イ

『サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
』

(第
三
霧
第

一
號
)

(
二
六
七
)

七



グ
レ
ツ
セ
エ
イ
「
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
識
及
び
國
家
』

(第
三
巻
窮
一
號
)

(二
六
八
)

八

薯
器
)
の
場
合
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る

(用ワ●昌αGg
I
昌㎝恥)
。
之
を
要
す
る
に
個
人
主
義

に
立
脚
し
、

個
人
的
利
益

の
防
術
の
活
動
に
の

み
限
定
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
は
、
組
合
を
以
て
職
業
代
表

こ
見
徴
さ
f
る
を
得
な
い
事
に
よ

つ
て
、
自
由
主
義
原
則
の
変
更

を

迫
ら
れ
て
ゐ
る

(
　

)。

三

、
職
業

組
織

の
原

則
と

事
實

著
者
は
第
二
部
に
於
て

「
將
來
の
職
業
組
織
は
如
何
な
る
規
模
の
上
に
建
設
せ
ら
る
べ
き
か
」
を
、
そ
れ

に
關
す
る
學
説
及
び
事

實
を
検
討
し
つ
・
論
究
す
る
。

第

}
に
社
會

主
義
及
び
そ
れ
の
實
現
さ
れ
た
る
も
の
と
し
て
の

・
シ
ヤ
か
ら
始
め
て
ゐ
る
。
社
會
主
義

の
職
業
組
織

に
關
す
る
積

極
的
主
張
は
,
社
會
主
義

者
か
資
本
主
義

の
批
判
に
の
み
專
心
し
て
ゐ
る
爲
、
明
か
に
把
握
出
來
な
い
が
、

そ
れ
を
知
る
た
め
に
は

C

・
G

・
T
の
主
張

及
び

ロ
シ
ヤ
の
現
實
を
見
る
必
要
が
あ
る

(℃
』
認
)
。
先
づ
C

・
G

・
T
は
そ
の
規
約
第

一
條

に

「
経
済
學
上

の
學
説
の
如
何

に
拘
ら
ず
,
階
級
の
清
滅
の
爲
に
意
識
的
に
努
力
す
る
も
の
を
以
て
組
織
す
」
と
規
定
し
、
労
働

階
級
の
支
配
を
目

的
と
し
て
ゐ
た
が

(即
目Q。O),

一
九
二
〇
年
の
総
罷
業
以
來
、
國
内
産
業
の
回
復
に
努
力
し
、

改
良
主
義
と
な
り
、
革
命
の
こ
と
を

忘
却
す
る
に
至
つ
た

(勺
」
◎。O)
。

一
九
二
八
年
に

「
産
業
國
民
化
」
の
提
案
を
饗
表
し
、

「
企
業
は
、

そ
れ

が
共
同
社
會
の
必
要
と

言

ふ
見
地
か
ら
の
み
開
獲
さ
れ
、
滑
費
者
に
最
大
の
致
用
と
節
約
を
確
保
す
る
目
的
を
有
す
る
場
合
に
の
み
國
民
化
さ
れ
る
」
と
説



明
し
て
ゐ
る
が
,
そ
れ
に
依
れ
ば
利
潤
は
資
本
家
に
蹄
せ
す
し
て
、
社
會
に
臨
す
る
も
の

・
様
で
あ
り
、
私
有
財
産
は
否
認
さ
れ
な

い
が
、
そ
の
利
用
は
制
限
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

(℃
』
。。　)。

そ
の
た
め
の
設
備
を
如
何
に
す
る
か
と
言

へ
ば
、
C

・
G

・
T
は
間
接

に
代
表
者
を
出
し
て
産
業
を
支
配
せ
ん
と
す
る
丈
で
あ
る

(即
昌。。。。)
。

然
し
C

・
G

・
T

の
主
張
は

一
般
に
職
業
組
織
に
つ
い
て
規

定
せ
す
、
只
対
立

的
関
係

に
重
心
を
置
く
鋏
鮎
が
あ
る

ρ"
団。。α)。
次

に
社
會
主
義
が
實
現

さ
れ
た
ロ
シ
ヤ
の
考
察
の
場
合
に
は
二

つ
の
時
期
を
旺
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九

一
七
年
か
ら

一
九
二

一
年
の
時
期
と
所
謂
N

・
E

・
P
時
代

で
あ
る
。
前
の
時
期

に
於
て
は
私
有
財
産
は
完
全
に
否
定
さ
れ

(℃
』
Q。刈)、
組
合
は
國
家
の
機
關
で
,
共
産
党

加
入
が
強
制
さ
れ

("
μ・。り)
、

組
合
は
國

家
機
關
た
る
こ
.こ
に
依
つ
て
國
家
の
富
の
開
獲

に
干
與
し
、
職
業

を
支
配
し
て
ゐ
た

(即
お
o)。
N

・
E

.
P

は
主
と
し
て
農
民

に

自
由
原
則
を
適
用
し
た
も
の
で

("
お
H),

組
合
は
國
家
機
關
た
る
こ
と
を
や
め
た
が

(雪
お
b。》、

な
ほ
ロ
シ
ヤ
的
特
色
ケ
失
は
な

か
つ
た
。

ロ
シ
ヤ
の
組
合

の
特
色
は

(
一
)
階
級
組
織
で
資
本
家
に
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
、

(
二
)
公
法
組
織

で
あ
る
こ
と
、
(
三
)

全
國
的
強
制
組
織
で
あ
る
こ
と
、

(
四
)
工
場
単
位

の
最
下
級
組
織
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る

(即
お
。。)。
組
合

の
N
・
F

・
P
に
於

け
る
権
限
に
は
二
種
あ
り
,
そ
の

一
は
労
働

者
の
利
益

の
防
衛
で
、
労
働
協
約
は
立
法
こ
同
じ
張
制
力
を
有
す
る
。
そ
の
二
は
國
民

経
済

會
議
に
代
表
者
を
参
加
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る

(即
ピ
。。)。
か
く
し
て
聞
接
に
職
業

を
組
織
す
る
権
限
を
有
す
る
が
、
こ
の
點

に
關
し
て
著
者
は
、
こ
の
強
制
組
合
制
度
が
事
實
上
共
産
党

の
優
越
に
よ
り
、
積
極
的
に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
を
得
ず
、
結
局

}

グ
レ
ッ
セ
ェ
イ
『
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
」

(第
三
省
第

～號
)

(
二
六
九
)

九



グ
レ
ッ
セ
ヱ
イ
「
サ
ソ
ヂ
カ
リ
ス
ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(
二
七
〇
)

一
〇

蕪
の
独
裁

に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
と
指
摘
し
て
ゐ
る

(勺
・悼O
図)。

第
二
に
塞
げ
る
の
は
フ
.
シ
ズ

ム
・
イ
タ
リ
ー
で
あ
る
。
工
場
占
領
の
反
動
と
し
て
フ
.
シ
ズ
ム
の
組
合
組
織
が
成
立
し
、

一
九
二

六
年
四
月
三
日
新
祀
合
法
が
規
定
さ
れ
た

(℃
・・。目
)
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、

フ
.
シ
ズ

ム
下
に
於
け
る
職
業
組
合
の
主
な
る
特
色
は
國

家
の
承
認
を
必
要
と
す
る
所
の
、
職
業
を
代
表
す
る
単
一

強
制
の
公
的
組
織

π
る
こ
と
で
、
労
働

法
で
は
組
合
の
設
立
は
自
由
と
な

し
て
ゐ
る
が
、
國
家
は
単
一
組
合
し
か
認
め
す
、
そ
れ
の
み
が
職
業
を
代
表
し
、
組
合
内
に
國
家
の
名
に
於
て
立
法
的
権
限

を
行
使

し
て
居
り
,
自
由
設
立
さ
れ
た
も
の
は
事
實
的
存
在
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、

ロ
シ
ヤ
と
同
様

に
強
制
的
で
あ
る

("
・。
μe
。
職
業
組
合

が
國
家
に
依
つ
て
認
め
ら
れ
る
條
件
と
し
て
は
,

(
一
)
企
業
家
は
労
働
者
の
十
分
の

一
を
使
用
す
る
企
業
家
を
、
榮
働
者
は
労
働

者
の
十
分
の

一
を
集
め
る
こ
と
、

(
二
)
愛
國
心
の
表
明
で
あ
り

B
・曽
。。)、
し
た
が
つ
て
C

.
G

・
T
、

キ
リ
ス
ト
教
組
合

は
認

め
ら
れ
ず

一
九
二
七
年
以
來
解
清
し
た

(,
卜。お
)。
承
認
な
き
組
合
の
協
約
は
無
敷
で
あ

る
に
反
し
、

承
認

さ
れ
た
る
組
合
の
協
約

は
強
制
的
で
あ
る

(℃
●bっトっO
)。
承
認
さ
れ
た
る
組
合
は
利
益
防
衛
の
た
め
に
訴
訟
権
を
有
し
、

國
家

に
対
し
職
業
を
代
表
す
る
こ
と

に
な
つ
て
ゐ
る

(勺
・旨
目
)
。

又
同
時
に
社
會
事
業
を
も
行
ひ
得
る
。

聯
合
又
は
絡
聯
合
も

各
個
の
組
合
同
様
法
人
絡
を
有
す
る
が

(即
・。逡
)
、
聯
合
燈
の
権
限
は
各
個
の
組
合
の
そ
れ
よ
り
も
狭
く
な

つ
て
を
り
、
協
約
を
締
結
し
得
る
け
れ
さ
も
、

各
個
の
組
合
の

承
認
を
必
要
,こ
す
る
意
味
に
於
て
、
軍
に
指
導
的
機
能
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い

(勺
・b◎h9α)
。
労
働

に
關
す
る
集
合
的
紛
争
解
決
の
た



め

に
労
働

裁

判

所

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
u
r
e
 
d
u
 
t
r
a
v
a
i
l

)
が

あ

り

,
労
働

は
國

家

に
対
す

る
義

務

で

あ

り
。
労
働

協

約

は

法

規

的
効
力

を

有

す

る
と

言

ふ
見

地

よ

り

、

こ

・
に
出

訴

す

る
こ
と

は

強
制

的

で

(
即

bg
GQ
b9
)
、

ス
ト

ラ

イ

キ
、

ロ
。
ク

・
ア
ゥ

ト

の

自

由

が

な

い

(℃
.
認
こ⇔
)
。

イ

タ

リ

ー
國

家

観

は
自

由

十
工
義

と

は
反
対

に
國

民

主

義

で
あ

の

(
℃
・
b。
鵠

),

同

業

組

合

的

國

家

と
も

言

ふ

べ
く

(
づ
・
・。
・。
㎝
)
,

個

人
選
挙

制

で

な

く

、

社

會
集

團

が
選
挙

す

る
。

組

合

は
四

百

人

の

定

員

に
対
し

、

八

百

人

の

候

補

者

を

選

出

し

、

フ
.
シ

ス
ト
會

議

は

そ
の

中

よ

り
約

四
百

人

を
選

び

、

こ
れ

に
対
し

て
投
票

す

る
こ

と

に
な

つ

て
を

り
、

フ
ァ
シ

ス

ト
独
裁

で

あ

る

(
℃
●
卜9
G。
⑦
)、

こ

れ

を

要

す

る

に

イ

タ

リ
ー

の
職

業

組

織

は
國

管

的

で
、

そ

の
存

在

、

目
的

,

規

約

、

首

膿

者

は

い
つ

れ

も

國

家

に
依

つ

て
定

め

ら

れ

る

(勺
』
劇
O
)
。

著

者

は
、

フ
ラ

ン

ス
革

命

は
個

人

の
自

由

に
対
す

る

誤

解

か

ら

生

れ

た

が

,

イ

タ

リ
ー

も

亦

個

人

の

自

由

を

誤

解

し

て

ゐ

る

ーこ
見

る
。

即

ち

正

し

い
哲

學

に
於

て

は

「
社

曾
的

義

務

に
服

す

る
限

り
、

個

人

の
自

由

あ

り

」

と

さ

る

べ
き

で
あ

る

と
言

ふ

(
℃
・
b9
自

)
o

薯

者

は

ロ
シ
ヤ
、

イ

タ

リ
ー

の

強

制

組

合

制

度

に

依

つ
て

強

制
組

合

制

度

一
般

の
批

制

に
移

り
、
S
c
e
l
l
e
,
 
P
i
r
o
u
,
 
M
o
r
i
n
,
 
B
a
r

b
e
t
,
 
C
a
m
b
o
n
,
 
 
M
a
i
n
i
e
 
(
P
.
 
2
4
5
)

の
如

き
強

制

組
合

の
主
張

は

一
窯

の
独
裁

を
來

す
故

に
不
可

と
な

し

(℃
・b。
駐

)
、

「
將

來

の

職

業
組

識

は
如

何

に
な

さ

る

べ
き

か

」

の
第

三

の
原

則

及

び

事

實

・こ
し

て

カ

ト
リ

。
ク
主

義

闘

ス

ペ
イ

ン
を

掲

げ

て

ゐ

る
。

こ
れ

に

依

れ

ば

人

は
生

れ

な

が

ら

に
し

て
社

會

に
屡

し

て

ゐ

る

が
故

に
、

そ

の

職

業

の
行

使

も
決

し

て
自

由

た
る

べ

き

も

の

で

な
く

、

職

業

グ

レ
ッ
セ

エ
イ

「
サ

ン
ヂ
カ
リ
ス

ム
・
職
業
組
織
及
び
國
家
』

(第
三
巻
第

一
號
)

(
二
七

一
)

コ



グ
レ
ッ
セ
エ
イ
「
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
●
職
彙
組
織
及
び
國
家
』

(第
三
巻
第

一號
)

(二
七
二
)

=

一

組
織
も
自
由
主
義

で
は
駄
目
で
、
法
律
に
依
つ
て
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
る

(勺
・b9蟄
)
。
如
何

に
組
織
す
る
か

に
つ
い
て
、

或
者
は
螢

働
者
と
資
本
家
を
同

一
組
合
に
結
合
せ
ん
ーこ
す
る
混
合
組
合
を
主
張
し
、
或
者
は
労
働
者
と
資
本
家
の
組
合
を
平
行
分
離
し
,
然
る

後
混
合
委
員
曾
に
依
つ
て
統

一
す
べ
き
も
の
と
し
た

(即
卜。器
)
。

一
八
九
七
年
の
パ
リ
大
會
に
於
け
る
職

業
組
織
の
プ
ラ
ン
か
ら
見

れ
ば

「組
織
さ
れ
た
職
業
に
於
け
る
自
由
組
合
」
と
言
ふ
語
に
要
約
出
來
る
の
で
あ

つ
て

(℃
D誤
吟),

各
職

業
の
全

メ
ン
バ
ー
は

一

の
行
政
地
匿
に
於
て
、
公
的
行
政
の
監
督

の
下
に
特
別
の
名
簿

に
記
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
、
こ
の
記
入
は
直
に
職
業
團
體

の
構
成
を

意
味
し
、
各
職
業
團
體

は
當
該
職
業
の
全

メ
ン
バ
ー
を
拘
束
す
る
特
別
規
律
を
有
す
る
,
な
ほ
各
職
業
團
體

内
に
資
本
家
労
働

者
及

び
混
合
の
組
合
が
自
由
に
設
立
さ
れ
う
る
の
で
あ
る

(℃
●卜9密
)
。

し
か
し
著
者
は
右
の
や
う
な
カ
ト
リ
。
ク
社
曾
學
派
の
髄
系
に
は

常

に

一
つ
の
鉄
陥
が
あ
る
と
言

ふ
。
そ
れ
は
職
業
組
織
を
螢
資
関
係

か
ら
の
み
考
察
し
、
生
産

の
統
制

・
企

業
主
間
の
関
係

の
規
律

に
つ
い
て
は
何
事
も
規
定
し
て
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
る
と

(勺
・b。㎝り)
。

以
上
の
如
く
著
者
は
ロ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ー
の
強
制
組
合
制
度
を
排
斥
し
、

カ
ト
リ
.
ク
主
義

に
接
近
し
つ

、
、

こ
れ
を
産
業
統
制

の
方
面
か
ら
修
正
し
て
、
彼
自
身
の
職
業
組
織
の
原
則
を
要
約
的
に
掲
げ
る
。

「
現
實
の
槍
討
は
我

々
を
し
て
職
業
は
経
済
的
砒
曾

的
蟹
位
で
あ
る
こ
と
を
確
信
せ
し
め
る
。
如
何
な
る
資
格

に
於
て
f
あ
れ
、
職
業
を
行
使
す
る
凡
て
の
人
の
間
に
は
相
互
扶
助
の
關

係
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
企
業
圭
は
技
術
的
見
地
に
於
て
も
,
商
業
的
金
融
的
見
地
に
於
て
も
、
そ
の
企
業
を
組
織
す
る
こ
と
に
つ
い



て
完
全
な
自
由
を
有
し
な
い
。
彼
等
は
相
互
依
存
関
係

に
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
彼
等
の
個
人
的
意
圖
は
そ
の
職
業
の
発
展

に
反
作
用

し
、
彼
等
は
地
方
的
、
全
國
的
及
び
國
際
的
情
況
の
制
約
を
受
け
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
L

(℃
・¢o脹
)。

職
業
別
の
組
織
は
必
要
で
あ

る
が
、
同
様
に
又
地
方
的
、
全
國
的
,
國
際
的
経
済
機
關
も
必
要
で
あ
る

(℃
●こ⇔属
)。
職
業
、
労
働

、
生
産
の
公
的
利
益

は
,

凡
て

の
當
事
者
の
名
に
於
て
行
動
す
る
資
格

を
有
す
る
公
的
機
關
が
な
い
場
合
に
は
、
私
的
集
團
の
手
に
依

つ
て
確
保
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
著
者
は
こ
れ
に
關
し
て
公
的
機
關
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
何
故
な
れ
ば
公
的
機
關
の
み
が
職
業
の
共
通
的
利
益

を
確
保
す
る
た

め
の
諸
権
限
を
持
ち
、
諸
設
備
を
完
成
し
、

同
業
組
合
的
法
規
を
定
め
る
こ
と
が
出
來

る
か
ら
で
あ
る
,三
言
ふ

Q
・。。旨
)
。
な
ほ
職

業
の
公
的
機
關
を
如
何

に
す
る
か
に
つ
い
て
は

著
者
は
ヵ
ト
リ
。
ク
社
會
學
派
と
同
様

に
、

「
組
織
さ
れ
た
る
同
業
組
合
に
於
け
る

自
由
組
合
」
制
度
を
取
る
も
の
で
あ
る

(℃
・¢9お
)
、

限
ら
れ
だ
る
紙
藪

の
中
に
三
百
五
十
頁
の
大
書
を
紹
介
し
た
》
め
.
著
書
の
批
判
に
ふ
れ
る
こ
ざ
は
出
來
な
か

つ
だ
が
、
著
者
が
根
本
思
想
ざ
し
て
立

つ
て
ゐ
る
カ
ト
リ

ッ
ク
主
義
及
び
そ
の
容
現
手
段
ざ
し
て
の

「
組
織

さ
れ
た
る
職
業
内

の
自
由
」
に

つ
い
て
は
多
く
の
批
判
の
蝕
地
が
あ
る
ざ
思

ふ
。
こ

》
で
は
只
忠
實
な
る
紹
介
に
、込
ノ
め
る
。

グ

レ
ッ
セ

エ
イ

『
サ
ン
ヂ
カ
リ
ス
ム
●
職
業
組
織
及
び
國
家
』

β
第
三
省
第

一
號
)

(
二
七
三
)

一
三


